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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャフトの先端に回転可能に設けられ草を切断する円板状の回転刃を備えた草刈機に取
り付けられる草刈機用飛散防止具において、
　可撓性の帯状部材で上記シャフトの先端を囲繞して環状に形成され下縁が上記回転刃の
上面に摺接可能且つ外側面が上記回転刃で切断された切断草を受ける草受け面として形成
される飛散防止部材と、先端部に上記飛散防止部材の一部を該飛散防止部材の下縁が上記
回転刃の上面に対して近接離間する方向に回動軸を中心に回動可能に支持するロッドと、
該ロッドを上記飛散防止部材の下縁が上記回転刃の上面に対して近接離間する方向に摺動
自在に保持する筒状体と、該筒状体を上記シャフトに固定する固定部材とを備えて構成し
たことを特徴とする草刈機用飛散防止具。
【請求項２】
　上記飛散防止部材を、一端部及び他端部を有した帯状部材を該一端部及び他端部が揃う
ように湾曲させて環状に形成し、該飛散防止部材の一端部及び他端部を上記ロッドの先端
部を挟んで配置し、上記回動軸を上記飛散防止部材の一端部及び他端部を貫通させて上記
ロッドの先端部に設けたことを特徴とする請求項１記載の草刈機用飛散防止具。
【請求項３】
　上記回動軸を頭部を有したボルトで構成し、該ボルトにナットを螺合したことを特徴と
する請求項２記載の草刈機用飛散防止具。
【請求項４】
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　上記ロッドの基端部に上記筒状体の上端に衝止するストッパを設けたことを特徴とする
請求項１乃至３何れかに記載の草刈機用飛散防止具。
【請求項５】
　上記飛散防止部材の回動軸を、平面から見て上記回転刃の外周よりも突出して設けたこ
とを特徴とする請求項１乃至４何れかに記載の草刈機用飛散防止具。
【請求項６】
　上記固定部材を、上記シャフトに着脱可能にしたことを特徴とする請求項１乃至５何れ
かに記載の草刈機用飛散防止具。
【請求項７】
　上記請求項１乃至６何れかに記載の草刈機用飛散防止具を備えたことを特徴とする草刈
機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、草刈機に取り付けられ草刈機で切断された切断草の飛散を防止する草刈機用
飛散防止具及びこの草刈機用飛散防止具を備えた草刈機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、草刈機は、シャフトの先端に円板状の回転刃が設けられており、シャフトに設
けられたエンジンによって回転刃が回転させられる。
　回転刃によって切断された切断草は飛散されるので集草率が低く、草刈り後に切断草を
集草させなければならず、それだけ、作業が煩雑になっていた。
【０００３】
　そこで、従来においては、草刈機に、切断草の飛散を防止する草刈機用飛散防止具を取
り付けたものが知られている（例えば、特許第３５６９５０８号公報に掲載）。図１１に
示すように、この草刈機用飛散防止具Ｓａは、シャフト１の先端に円板状の回転刃２が設
けられる草刈機Ｋａの回転刃２の上方において横架する金属製の棒状体１００を備え、こ
の棒状体１００に異なる方向に突出する棒状又は粒状の小突起からなる草かけ部１０１を
形成してなる。
　草刈り作業を行なう際は、この草刈機用飛散防止具Ｓａを、棒状体１００が草刈機Ｋａ
の回転刃２の上方に位置するように取付金具１０２を介してシャフト１に取り付けた状態
で行なう。草刈機Ｋａの回転刃２を回転駆動させて草を切断していくと、回転刃２によっ
て切断された切断草は、回転刃２の回転方向に遠心力を与えられて飛散しようとするが、
飛散しようとした切断草は、棒状体１００に当たって下に落ちて溜まるようになり、これ
により、集草率を向上させている。また、草刈り後に切断草を集草させる手間を省くこと
ができるので、それだけ、作業性を向上させることができる。このとき、棒状体１００か
ら突出した草かけ部１０１に切断草が引っ掛かるので、この点でも、集草率を向上させて
いる。
【０００４】
【特許文献１】特許第３５６９５０８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、この従来の草刈機用飛散防止具Ｓａにおいては、棒状体１００が金属で
構成されており、棒状体１００と回転刃２とが接触すると回転刃２の回転を妨げるので、
これを防止するために、棒状体１００を回転刃２の上面から一定距離離間させて上方に設
け、棒状体１００と回転刃２とが接触しないようにしているため、棒状体１００と回転刃
２との隙間から切断草が侵入し、そのため、切断草の飛散防止が確実に行なわれず、それ
だけ、集草率の向上が十分でなく、作業性の向上が十分でないという問題があった。また
、草刈りを行なっていくと、棒状体１００と回転刃２との隙間に徐々に切断草が入り込ん
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で溜まっていくようになるので、切断草が棒状体１００と回転刃２との隙間に詰まって、
回転刃２の回転を妨げてしまうことがあり、この場合、回転刃２に過負荷が掛かって、草
刈機Ｋａの故障の原因となるため、草刈り作業を中断して棒状体１００と回転刃２との隙
間に詰まった切断草を排除しなければならず、それだけ、作業が煩雑になるという問題も
あった。
【０００６】
　本発明は、このような問題点に鑑みてなされたもので、回転刃に過負荷が掛からないよ
うにして回転刃によって切断された切断草の飛散を確実に防止し、集草率を向上させて作
業性の向上を図った草刈機用飛散防止具及び草刈機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような目的を達成するため、本発明の草刈機用飛散防止具は、シャフトの先端に回
転可能に設けられ草を切断する円板状の回転刃を備えた草刈機に取り付けられる草刈機用
飛散防止具において、可撓性の帯状部材で上記シャフトの先端を囲繞して環状に形成され
下縁が上記回転刃の上面に摺接可能且つ外側面が上記回転刃で切断された切断草を受ける
草受け面として形成される飛散防止部材と、先端部に上記飛散防止部材の一部を該飛散防
止部材の下縁が上記回転刃の上面に対して近接離間する方向に回動軸を中心に回動可能に
支持するロッドと、該ロッドを上記飛散防止部材の下縁が上記回転刃の上面に対して近接
離間する方向に摺動自在に保持する筒状体と、該筒状体を上記シャフトに固定する固定部
材とを備えて構成している。
【０００８】
　これにより、この草刈機用飛散防止具をシャフトに固定して、飛散防止部材を草刈機の
回転刃の上面に取り付け、草刈機を駆動させて草刈り作業を行なうと、回転刃によって切
断された切断草は、回転刃の回転方向に遠心力を与えられて飛散しようとする。飛散しよ
うとした切断草は、飛散防止部材の草受け面に当たって飛散防止部材の下に落ちて溜まる
ようになり、そのため、集草率を向上させて、作業性を向上させることができる。この場
合、飛散防止部材の下縁を回転刃の上面に摺接させることにより、飛散防止部材と回転刃
の上面との間に隙間が生じず、飛散しようとする切断草が隙間から侵入することが抑止さ
れるので、切断草の飛散を確実に防止することができる。また、飛散防止部材を可撓性の
帯状部材で構成したので、飛散防止部材と回転刃の上面とを摺接させても回転刃の回転を
妨げることがない。更に、飛散防止部材は、シャフトを囲繞して設けられているので、確
実に飛散防止部材がシャフトよりも回転刃の回転方向前位に設けられることになり、その
ため、切断草を確実に草受け面で受けて、切断草の飛散を防止することができる。更にま
た、飛散防止部材を環状に設けることにより、飛散防止部材がある程度の強度を持つよう
になるので、確実に飛散防止部材の草受け面で切断草を受けることができる。
【０００９】
　また、草刈り作業を行なっていくと、飛散防止部材の下に落ちた切断草が、回転刃の回
転により、回転刃の上面と飛散防止部材の下縁との間に入り込んでしまう場合がある。こ
の場合、切断草が回転刃の上面と飛散防止部材の下縁との間に入り込んで詰まろうとして
も、入り込んだ切断草が飛散防止部材の下縁を押し上げる押圧力が掛かり、この押圧力に
よって、ロッドが筒状体を上方に摺動する。このロッドの摺動によって、飛散防止部材の
一部が持ち上げられ、飛散防止部材の下縁が回転刃の上面に対して離間する。このとき、
飛散防止部材は、その一部が回動軸を中心に回動するので、飛散防止部材の一部の下縁の
みが回転刃の上面から離間するようになる。これにより、回転刃の上面と飛散防止部材の
一部の下縁との間に隙間が形成され、この隙間から切断草が排除される。即ち、切断草が
飛散防止部材の下縁と回転刃の上面との間に詰まって、回転刃の回転を妨げ、回転刃に過
負荷が掛かって、草刈機が故障する事態を防止できるので、草刈り作業を中断する必要が
なく、そのため、作業性を向上させることができる。
【００１０】
　そして、必要に応じ、上記飛散防止部材を、一端部及び他端部を有した帯状部材を該一
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端部及び他端部が揃うように湾曲させて環状に形成し、該飛散防止部材の一端部及び他端
部を上記ロッドの先端部を挟んで配置し、上記回動軸を上記飛散防止部材の一端部及び他
端部を貫通させて上記ロッドの先端部に設けた構成としている。これにより、飛散防止部
材を一本の帯状部材を湾曲させるだけで形成できるので、比較的容易に形成することがで
きる。また、回動軸で飛散防止部材とロッドとを貫通して取り付けているので、簡易且つ
確実に飛散防止部材とロッドとを取り付けることができる。
【００１１】
　また、必要に応じ、上記回動軸を頭部を有したボルトで構成し、該ボルトにナットを螺
合した構成としている。これにより、ボルトにナットを螺合させるだけで良いので、飛散
防止部材とロッドとの取り付けを容易にすることができる。また、回動軸の頭部が、ロッ
ドの外側に突出するようになるので、ロッドが筒状体を摺動したとき、筒状体の下端に頭
部が衝止され、そのため、ロッドの上方への摺動を規制することができる。
【００１２】
　更に、必要に応じ、上記ロッドの基端部に上記筒状体の上端に衝止するストッパを設け
た構成としている。これにより、ロッドが筒状体を摺動したとき、筒状体の上端にストッ
パが衝止され、そのため、ロッドの下方への摺動を規制することができる。
【００１３】
　更にまた、必要に応じ、上記飛散防止部材の回動軸を、平面から見て上記回転刃の外周
よりも突出して設けた構成としている。これにより、飛散防止部材を一本の帯状部材を用
いて形成した場合等、飛散防止部材の一部が切断されていても、飛散防止部材の草受け面
に当たって下に落ちた切断草が、回転刃の回転運動等により移動して、飛散防止部材の内
側面側に入り込むことを防止することができる。
【００１４】
　そして、また、必要に応じ、上記固定部材を、上記シャフトに着脱可能にした構成とし
ている。これにより、どのようなシャフトの草刈機にも取り付けることができるので、汎
用性が向上する。
【００１５】
　そして、上記目的を達成するための本発明の技術的手段は、上記何れかに記載の草刈機
用飛散防止具を備えた草刈機にある。汎用の草刈機であっても、草刈機用飛散防止具を取
り付けるだけで、切断草の飛散を防止することができるので、汎用性が向上する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の草刈機用飛散防止具によれば、飛散しようとした切断草は、飛散防止部材の草
受け面に当たって飛散防止部材の下に落ちて溜まるようになり、そのため、集草率を向上
させて、作業性を向上させることができる。この場合、飛散防止部材の下縁を回転刃の上
面に摺接させることにより、飛散防止部材と回転刃の上面との間に隙間が生じず、飛散し
ようとする切断草が隙間から侵入することが抑止されるので、切断草の飛散を確実に防止
することができる。また、飛散防止部材を可撓性の帯状部材で構成したので、飛散防止部
材と回転刃の上面とを摺接させても回転刃の回転を妨げることがない。更に、飛散防止部
材は、シャフトの先端を囲繞して設けられているので、確実に飛散防止部材がシャフトよ
りも回転刃の回転方向前位に設けられることになり、そのため、切断草を確実に草受け面
で受けて、切断草の飛散を防止することができる。更にまた、飛散防止部材を環状に設け
ることにより、飛散防止部材がある程度の強度を持つようになるので、確実に飛散防止部
材の草受け面で切断草を受けることができる。
【００１７】
　また、切断草が回転刃の上面と飛散防止部材の下縁との間に入り込んで詰まろうとして
も、入り込んだ切断草が飛散防止部材の下縁を押し上げる押圧力が掛かり、この押圧力に
よって、ロッドが筒状体を上方に摺動して、飛散防止部材の一部が持ち上げられるので、
回転刃の上面と飛散防止部材の一部の下縁との間に隙間が形成され、この隙間から切断草
を排除することができる。そのため、切断草が飛散防止部材の下縁と回転刃の上面との間
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に詰まって、回転刃の回転を妨げ、回転刃に過負荷が掛かって、草刈機が故障する事態を
防止できるので、草刈り作業を中断する必要がなくなることから、作業性を向上させるこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、添付図面に基づいて本発明の実施の形態に係る草刈機用飛散防止具を説明する。
　図１乃至図１０には、本発明の実施の形態に係る草刈機用飛散防止具Ｓを示している。
これは、シャフト１の先端に回転可能に設けられ草を切断する円板状の回転刃２を備えた
草刈機Ｋに取り付けられるもので、可撓性の帯状部材１０ａでシャフト１の先端を囲繞し
て環状に形成され下縁１１が回転刃２の上面３に摺接可能且つ外側面１２が回転刃２で切
断された切断草を受ける草受け面１２ａとして形成される飛散防止部材１０と、先端部２
１に飛散防止部材１０の一部１３を飛散防止部材１０の下縁１１が回転刃２の上面３に対
して近接離間する方向に回動軸２２を中心に回動可能に支持するロッド２０と、ロッド２
０を飛散防止部材１０の下縁１１が回転刃２の上面３に対して近接離間する方向に摺動自
在に保持する筒状体３０と、筒状体３０をシャフト１に固定する固定部材４０とを備えて
構成されている。
【００１９】
　飛散防止部材１０は、比較的剛性のある可撓性部材で環状に形成されている。この飛散
防止部材１０の一部１３は回動軸２２が挿通される挿通孔１４が形成されている。実施の
形態では、例えば、合成樹脂等を用いて、長さ４５０ｍｍ～５００ｍｍ、幅２０ｍｍ～３
０ｍｍ、厚さ２ｍｍ～３ｍｍに形成され、一端部１３ａ及び他端部１３ｂを有した一本の
帯状部材１０ａを、一端部１３ａ及び他端部１３ｂが揃うように湾曲させて環状に形成し
、一端部１３ａ及び他端部１３ｂに、夫々挿通孔１４を形成している。取り付け時には、
飛散防止部材１０は、その弾性により楕円状に膨らみ、外側面に外力が加わると多少撓み
、外力がなくなると弾性で元の楕円状に戻る。
【００２０】
　ロッド２０は、先端部２１に回動軸２２が挿通される軸挿通孔２３が形成され、基端部
２４に筒状体３０の上端３１に衝止するストッパ２５が挿通されるストッパ挿通孔２６が
形成されている。このロッド２０の先端部２１を挟んで、飛散防止部材１０の一端部１３
ａ及び他端部１３ｂを揃えて配置している。
　回動軸２２は、頭部２２ａを有したボルト２２ｂで構成されている。このボルト２２ｂ
は、ロッド２０の先端部２１の軸挿通孔２３と、飛散防止部材１０の一端部１３ａ及び他
端部１３ｂの挿通孔１４とを貫通して設けられている。また、ボルト２２ｂの挿通後、こ
のボルト２２ｂにナット２２ｃを螺合させ、このナット２２ｃによってボルト２２ｂが固
定されている。この回動軸２２は、草刈機Ｋに取り付けた状態のとき、平面から見て草刈
機Ｋの回転刃２の外周よりも突出して設けられている。
　ストッパ２５は、ピン状の金具で構成されている。このストッパ２５は、ロッド２０の
ストッパ挿通孔２６に挿通され、中間部を湾曲させ、これによってロッド２０に固定され
ている。このストッパ２５には、ロッド２０が摺動して筒状体３０の上端３１に衝止した
とき、その衝撃に耐えうるために補強リング２７が設けられている。
【００２１】
　筒状体３０は、ロッド２０が摺動自在に挿通される径の筒状に形成され、固定部材４０
に取り付け固定されている。実施の形態では、溶接等により一体形成されている。この筒
状体３０は、その軸線が、飛散防止部材１０の下縁１１が回転刃２の上面３に対して近接
離間する方向にロッド２０を摺動させる方向に沿って設けられている。
【００２２】
　固定部材４０は、草刈機Ｋのシャフト１に着脱可能に取り付けられている。実施の形態
では、シャフト１を挾持する一対の挾持体４１と、この一対の挾持体４１を接続する頭部
４２ａを有した接続ボルト４２と、接続ボルト４２に螺合される接続ナット４３とを備え
て構成されている。
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　挾持体４１は、平板を、その中間部を湾曲させて凹部４４を形成し、両側端部に接続ボ
ルト４２が挿通されるボルト挿通孔４５が一対形成されている。また、一方の挾持体４１
には、筒状体３０が溶接等により一体に取り付け固定されている。この一対の挾持体４１
は、凹部４４同士が対向するように位置されている。この一対の挾持体４１をシャフト１
を挟んで対向させ、接続ボルト４２を一対のボルト挿通孔４５に挿通し、接続ナット４３
を螺合させて取り付けている。
【００２３】
　従って、この実施の形態に係る草刈機用飛散防止具Ｓを草刈機Ｋに取り付けて草刈り作
業を行なうときは、以下のようにする。
　先ず、草刈機Ｋに、本発明の草刈機用飛散防止具Ｓを取り付ける。取り付けは、草刈機
Ｋのシャフト１が挾持体４１の凹部４４に入り込むように、挾持体４１をシャフト１に当
接させて挟んで対向させ、挾持体４１の一対のボルト挿通孔４５に接続ボルト４２を夫々
挿通し、その後、接続ボルト４２の頭部４２ａとは反対側から、接続ナット４３を螺合し
て、一対の挾持体４１をシャフト１に取り付け固定する。このとき、飛散防止部材１０の
下縁１１が、回転刃２の上面３に当接する位置に取り付け固定する。この状態では、筒状
体３０の上端３１に、ストッパ２５及び補強リング２７が衝止されている。
【００２４】
　この状態で、草刈機Ｋを駆動し、草刈り作業を行なう。ここでは、回転刃２を左右に振
りながら作業者から見て左側にある草を草刈りする場合について説明する。先ず、両手で
図示外のハンドルを把持する。そして、図示外のエンジンを駆動させて回転刃２を回転さ
せる。このとき、回転刃２は作業者から見て反時計回りに回転する。
【００２５】
　そして、回転刃２を左右に振りながら作業者から見て左側にある草を草刈りしていく。
切断したい草の根元に回転刃２を接触させ、草を切断しながら回転刃２の位置を作業者か
ら見て左へ移動させていく。このとき、回転刃２によって切断された切断草は、回転刃２
の回転方向に遠心力を与えられて飛散しようとする。飛散しようとした切断草は、図８に
示すように、飛散防止部材１０の草受け面１２ａに当たって飛散防止部材１０の下に落ち
て溜まるようになり、そのため、集草率を向上させて、作業性を向上させることができる
。この場合、飛散防止部材１０の下縁１１を回転刃２の上面３に摺接させることにより、
飛散防止部材１０と回転刃２の上面３との間に隙間が生じず、飛散しようとする切断草が
隙間から侵入することが抑止されるので、切断草の飛散を確実に防止することができる。
また、飛散防止部材１０を可撓性の帯状部材１０ａで構成したので、飛散防止部材１０と
回転刃２の上面３とを摺接させても回転刃２の回転を妨げることがない。
【００２６】
　また、飛散防止部材１０は、シャフト１を囲繞して設けられているので、確実に飛散防
止部材１０がシャフト１よりも回転刃２の回転方向前位に設けられることになり、そのた
め、切断草を確実に草受け面１２ａで受けて、切断草の飛散を防止することができる。更
に、飛散防止部材１０を環状に設けることにより、飛散防止部材１０がある程度の強度を
持つようになるので、確実に飛散防止部材１０の草受け面１２ａで切断草を受けることが
できる。本実施の形態では、飛散防止部材１０を一本の帯状部材１０ａを用いて形成して
いるが、回動軸２２が平面から見て草刈機Ｋの回転刃２の外周よりも突出して設けられて
いるので、飛散防止部材１０の一部１３が切断されていても、飛散防止部材１０の草受け
面１２ａに当たって下に落ちた切断草が、回転刃２の回転運動等により移動して、切断さ
れている一端部１３ａ及び他端部１３ｂから、飛散防止部材１０の内側面１５側に入り込
むことを防止することができる。
【００２７】
　そして、回転刃２の上面３に一定量の切断草が溜まった状態で草刈り作業を続けていく
と、飛散防止部材１０の下に落ちた切断草が、回転刃２の回転により、回転刃２の上面３
と飛散防止部材１０の下縁１１との間に入り込んでしまう場合がある。この場合、図９及
び図１０に示すように、切断草が回転刃２の上面３と飛散防止部材１０の下縁１１との間
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に入り込んで詰まろうとしても、入り込んだ切断草が飛散防止部材１０の下縁１１を押し
上げる押圧力が掛かり、この押圧力によって、ロッド２０が筒状体３０を上方に摺動する
。このロッド２０の摺動によって、飛散防止部材１０の一部１３が持ち上げられ、飛散防
止部材１０の下縁１１が回転刃２の上面３に対して離間する。このとき、飛散防止部材１
０は、その一部１３が回動軸２２を中心に回動するので、飛散防止部材１０の一部１３の
下縁１１のみが回転刃２の上面３から離間するようになる。これにより、図１０に示すよ
うに、回転刃２の上面３と飛散防止部材１０の一部１３の下縁１１との間に隙間が形成さ
れ、この隙間から切断草が排除される。即ち、切断草が飛散防止部材１０の下縁１１と回
転刃２の上面３との間に詰まって、回転刃２の回転を妨げ、回転刃２に過負荷が掛かって
、草刈機Ｋが故障する事態を防止できるので、草刈り作業を中断する必要がなく、そのた
め、作業性を向上させることができる。
【００２８】
　また、回転刃２の上面３と飛散防止部材１０の下縁１１との間に大量の切断草が入り込
むと、ロッド２０が上方に摺動する摺動距離が長くなるが、ロッド２０の先端部２１に、
回動軸２２の頭部２２ａが突出しているので、ロッド２０が筒状体３０を上方に摺動した
とき、筒状体３０の下端３２に頭部２２ａが衝止され、そのため、ロッド２０の上方への
摺動を規制することができる。
【００２９】
　そして、回転刃２の上面３と飛散防止部材１０の下縁１１との間に入り込んだ切断草が
排除されると、ロッド２０は自重により、筒状体３０を下方に摺動していく。このとき、
筒状体３０の上端３１にストッパ２５が衝止され、そのため、ロッド２０の下方への摺動
を規制することができる。
　即ち、ロッド２０は、回動軸２２の頭部２２ａとストッパ２５とによって、その摺動を
規制されるので、ロッド２０が筒状体３０から抜け出る事態を防止することができる。
【００３０】
　ある程度草刈り作業を行ない、回転刃２の上面３に一定量の切断草が溜まったら、溜ま
った切断草を地面に落とす。こうすることで、作業終了後に、例えば、箒などで切断草を
集草する手間を省くことができる。
【００３１】
　そして、ある程度草刈り作業を行ない、溜まった切断草を地面に落としたら、次の切断
したい草の根元に回転刃２を接触させ、草を切断しながら回転刃２の位置を作業者から見
て左へ移動させていく。
【００３２】
　また、本発明の草刈機用飛散防止具Ｓは、固定部材４０を、草刈機Ｋのシャフト１に取
り付け，取り外しを行なうことで、どのような草刈機Ｋにも取り付けることができ、汎用
の草刈機Ｋであっても、本発明の草刈機用飛散防止具Ｓを取り付けるだけで、切断草の飛
散を防止することができるので、それだけ、汎用性が向上する。
　この場合、固定部材４０の取り付け，取り外しを、接続ボルト４２と接続ナット４３と
の螺合及び螺合解除によって行なうことができるので、比較的容易に行なうことができる
。
【００３３】
　尚、本発明の草刈機用飛散防止具Ｓは、どのような草刈機Ｋにも設けることが可能であ
るので、上記実施の形態に係る草刈機Ｋに限定されないのは勿論である。
【００３４】
　尚また、上記実施の形態において、回転刃２が作業者から見て反時計回りに回転する草
刈機Ｋを使用したが、必ずしもこれに限定されるものではなく、回転刃２が作業者から見
て時計回りに回転する草刈機Ｋであっても良く、適宜変更して差支えない。この場合も、
上記と同様の作用，効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
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【図１】本発明の実施の形態に係る草刈機用飛散防止具を草刈機に取り付けた状態で示す
斜視図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る草刈機用飛散防止具を示す正面図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る草刈機用飛散防止具を示す平面図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る草刈機用飛散防止具を示すＡ－Ａ線断面図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る草刈機用飛散防止具を示す底面図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る草刈機用飛散防止具を示す左側面図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る草刈機用飛散防止具を示す右側面図である。
【図８】本発明の実施の形態に係る草刈機用飛散防止具を草刈機に取り付けた状態及びそ
の使用状態で示す（ａ）は側面図、（ｂ）は平面図である。
【図９】本発明の実施の形態に係る草刈機用飛散防止具を草刈機に取り付けた状態でロッ
ドが上方に摺動した状態を示す斜視図である。
【図１０】本発明の実施の形態に係る草刈機用飛散防止具を草刈機に取り付けた状態でロ
ッドが上方に摺動した状態及びその使用状態で示す（ａ）は側面図、（ｂ）は平面図であ
る。
【図１１】従来の草刈機用飛散防止具及び草刈機の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００３６】
Ｓ　草刈機用飛散防止具
Ｋ　草刈機
１　シャフト
２　回転刃
３　上面
１０　飛散防止部材
１０ａ　帯状部材
１１　下縁
１２　外側面
１２ａ　草受け面
１３　一部
１３ａ　一端部
１３ｂ　他端部
１４　挿通孔
１５　内側面
２０　ロッド
２１　先端部
２２　回動軸
２２ａ　頭部
２２ｂ　ボルト
２２ｃ　ナット
２３　軸挿通孔
２４　基端部
２５　ストッパ
２６　ストッパ挿通孔
２７　補強リング
３０　筒状体
３１　上端
３２　下端
４０　固定部材
４１　挾持体
４２　接続ボルト
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４２ａ　頭部
４３　接続ナット
４４　凹部
４５　ボルト挿通孔
【要約】
【課題】　回転刃によって切断された切断草が飛散するのを防止して集草率を向上させる
とともに作業性を向上させる。
【解決手段】　シャフト１の先端に回転可能に設けられ草を切断する円板状の回転刃２を
備えた草刈機Ｋに取り付けられる草刈機用飛散防止具Ｓにおいて、可撓性の帯状部材１０
ａでシャフト１を囲繞して環状に形成され下縁１１が回転刃２の上面３に摺接可能且つ外
側面１２が回転刃２で切断された切断草を受ける草受け面１２ａとして形成される飛散防
止部材１０と、先端部２１に飛散防止部材１０の一部１３を飛散防止部材１０の下縁１１
が回転刃２の上面３に対して近接離間する方向に回動軸２２を中心に回動可能に支持する
ロッド２０と、ロッド２０を飛散防止部材１０の下縁１１が回転刃２の上面３に対して近
接離間する方向に摺動自在に保持する筒状体３０と、筒状体３０をシャフト１に固定する
固定部材４０とを備えた。
【選択図】図１

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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【図１０】 【図１１】
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